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キリングループのCSV経営と環境ビジョン
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CSVパーパス

健康な人を増やし、

疾病に至る人を減らし、

治療に関わる人に

貢献する。

人と人とのつながりを創り、

社会に

前向きな力を創り出す。

ポジティブインパクトで、

持続可能な地球環境を

次世代につなぐ。

アルコールの有害摂取の根絶に向けた取り組みを着実に進展させる。

（Zero Harmful Drinking）

健   康 コミュニティ 環   境

酒類事業を営むキリングループとしての責任

企業としての普遍的な責務 *1

*1 「企業としての普遍的な責務」は、CSVパーパスに
は含まれない経営諸課題である“人権”や“人財”、
“ガバナンス”、“道義的責任”など

健   康

コミュニティ

環   境

酒類事業を営む
キリングループとしての責任
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自社で完結する取り組みの

枠を超え、取り組みそのも

のとその波及範囲を社会

全体へ拡大し、これからの

世代を担う若者をはじめとす

る社会とともに未来を築いて

いくという考え方

最重要メッセージ: 

ポジティブインパクト

環境のマテリアリティーであ

る「生物資源」「水資源」

「容器包装」「気候変動」

が別々の課題ではなく、相

互に関連すること、そのため

に統合的に解決することが

必要であるという考え方

キリングループ環境ビジョン2050

環境の4つの重点テーマ（生物資源・水資源・容器包装・気候変動）は、別々の課題ではなく相互に関連しているために、

統合的に解決していく

単に環境負荷を下げるだけではなく、ポジティブなインパクトを起こすことも目指していく

アプローチ: 

統合的（holistic）



「シャトー・メルシャン」における日本ワイン事業を通じた

ネイチャー・ポジティブ
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シャトー・メルシャン ビジョン

シャトー・メルシャン ビジョン

日本を世界の銘醸地に

キリングループ 環境ビジョン

ポジティブインパクトで豊かな地球を
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シャトー・メルシャン 椀子ヴィンヤードについて

高品質なワイン用ブドウ栽培地を探していたメルシャン社と遊休荒廃地となっていた上田市丸子町陣場台地

との出会い

100名を超える地権者を取りまとめた陣場台地研究委員会の尽力で、2003年開園後、現在30haまで拡張

陣場台地の持つ
気候風土そのもの

陽当たりの良さ
雨の少なさ
排水の良さ
通気性の良さ
大きい日較差

ワイン用
ブドウ栽培に
適した土地

丸子町陣場台地
養蚕業の低迷・連作障
害・農家の高齢化等のた
め遊休荒廃地化していた

メルシャン社
高品質なワインを造るため
にワイン用ブドウ栽培に適
した土地を探していた

2003年 シャトーメルシャン 椀子ヴィンヤード開園へ

■参考動画：椀子ヴィンヤード20年の歩み – YouTube（0:00~02:46）
https://www.youtube.com/watch?v=XyODgznA8zY

https://www.youtube.com/watch?v=XyODgznA8zY
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椀子ヴィンヤードの自然環境へのポジティブな影響 「椀子ヴィンヤード」生態系調査

2014年からの農研機構*との共同研究で、「椀子ヴィンヤード」で多数の希少種（植物・昆虫）を発見

垣根栽培・草生栽培のブドウ畑が、良質で広大な「草原」の機能を持っていることを学術的に確認

ユウスゲ

メハジキ
ウラギンスジ
ヒョウモン

ベニモンマダラ

植物

289種
昆虫

168種

クララ スズサイコ

農研機構

キリン
ホールディング

ス
メルシャン

共同研究 2014年～

農研機構との共同研究で生態系調査を開始

草生栽培のヴィンヤードは良質で広大な草原を構成していた

「草原」は単位面積当たりの希少種の数が最も多く貴重。140年ほど前は国土
の約30%を占めていたが、現在は1%以下であり、「草原」そのものが希少と
なっている。遊休荒廃地を垣根栽培のブドウ畑にするために、下草を生やし、栽
培の必要性から年に数回草刈りすることで、良質で広大な草原が回復し、極め
て豊かな生態系を育んでいることが学術的に確認できた。

*国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
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椀子ヴィンヤードでの環境取組 NGO・地元小学校によるクララを増やす活動

希少種のオオルリシジミの幼虫の唯一の食草クララを増やす活動を、NGOとボランティアとで実施して成功、

現在は地元小学校が参加、2023年からは市民の方々も参加

オオルリシジミ：環境省のレッ
ドデータブックで絶滅危惧種
IA類
（写真は、農研機構が阿蘇で撮影したもの）

クララ

2019年に挿し穂取り（左上）を行い、農研機構で苗に養成した後、ボランティアが約2年間育
て、2021年5月末に椀子ヴィンヤードに植樹

クララ再生活動

NGO+ボランティア 地元小学校
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椀子ヴィンヤードでのネイチャーポジティブ 自然共生サイトによる30by30への貢献

ネイチャーポジティブとは生物多様性の損失を食い止めるだけでなく、回復を目指す考え方

「椀子ヴィンヤード」は、世界目標である30by30（海・陸域自然保護区30%）の達成に貢献

社会貢献ではなく、ブドウ栽培という事業を通じてネイチャー・ポジティブを実現しているユニークな事例

遊休荒廃地を草生栽培のブドウ畑へ

ネイチャー・ポジティブ

2030年までに生物多様性の

損失を止めて逆転させる

ネイチャー・ポジティブと言う国際

目標を事業活動を通じて（日本で

唯一）実現した貴重な事例。

ネイチャーポジティブ
自然共生サイトで認定

椀子ヴィンヤードは陸域の30%を自然保護区域とする国際目

標「30by30」達成のための実証事業で事業として農産物

を生産している唯一の畑として2023年10月に「自然

共生サイト」へ正式に認定。2024年には山梨県の『城の平

ヴィンヤード」も同様に認定。

従業員による希少種・在来種再生活動 ボランティア・小学生によるクララを増やす活動
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椀子ヴィンヤードの取組 地域との取り組み

上田市とキリングループは、2019年「ワイン産業振興を軸にした地域活性化に関する」包括連携協定を締結

ワイナリーツアーを含むワイン関連イベントの展開などにより、ワイン関係人口を増やし地域経済の活性化に寄与

椀子マルシェ

「ワインの街上田」認知向上の取組

椀子ワイナリーを舞台にした取組行政連動し地域を巻き込む取組
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ブドウ農家

醸造者数

上記ワイン生産者の内、移住者数

事業者数
移住者数
(累計)

ワインを通じた地域経済活性化への寄与
⇒将来的な上田へのワイン関連来訪者増、および、椀子ワイナリーへの来場者増へ

上田市収集データより

上田市のワイン事業者は増加

包括連携協定締結
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シャトー・メルシャン 椀子ヴィンヤード（長野県）

2024年11月 「環境教育・ESD実践動画100選」に選定

上田市×塩川小学校×キリンホールディングス×メルシャン×農研機構×地元のみなさん
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